
はだの議会だより 令和 2 年（2020 年）8 月16 日（日）  第 237 号〘6〙

　新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため、本会議と委員会を傍聴
される場合は、次のことをお願いし
ます。

１．咳エチケットをお守りください
２．入場時に手指消毒をお願いし
ます

３．風邪のような症状がある方は、
傍聴をご遠慮ください

※ベーシックインカム…所得保障制度の一種で、政府がすべての国民に生活を保障するための一定額の現金を給付するもの用語解説

令
２
陳
情
第
４
号　
秦
野
市
に
お
け
る

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
を
求

め
る
陳
情

▼
願　
意

　

犯
罪
被
害
者
に
と
っ
て
、
早
期
の
回

復
に
は
身
近
な
行
政
機
関
で
あ
る
市
町

村
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
市

民
の
た
め
に
、
生
活
支
援
、
福
祉
支
援

を
柱
と
し
た
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

を
制
定
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
事
件
や
事
故
、

令
２
陳
情
第
14
号　
臨
時
休
校
に
お
け

る
小
・
中
学
生
の
学
習
の
支
援
を
求
め

る
陳
情

▼
願　
意

　

動
画
配
信
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ

り
自
宅
に
居
な
が
ら
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
環
境
と
、
そ
の
場
合
に
お
け
る

令
２
陳
情
第
８
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
額
審
議
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

県
内
同
一
賃
金
額
で
あ
る
最
低
賃
金

制
度
を
、
地
域
経
済
の
実
態
を
踏
ま
え
、

企
業
規
模
や
業
種
別
な
ど
の
き
め
細
や

か
な
制
度
と
し
不
均
衡
の
是
正
を
図
る

こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
る
未
曾
有
の
経
済
危

機
に
直
面
し
て
い
る
中
で
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
実
態
を
考
慮
し
、

引
き
上
げ
の
凍
結
も
視
野
に
含
め
て
協

議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
意

見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
支
援
は
、

国
な
ど
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
最
低
賃

令
２
陳
情
第
15
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
臨
時
休
校

に
伴
う
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
と
豊

か
な
学
び
の
保
障
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
お
け
る
臨
時
休
校
と
い
う
前
例
が
な

い
緊
急
事
態
の
中
で
、
子
ど
も
の
命
と

心
の
ケ
ア
を
含
む
心
身
の
健
康
保
持
や

豊
か
な
学
び
の
保
障
に
向
け
、
き
め
細

や
か
な
支
援
や
配
慮
の
た
め
の
人
的
配

令
２
陳
情
第
12
号　
公
共
関
連
施
設
に

お
け
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
と
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
使
用
の
全
面
禁
止
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
と
と
も

に
秦
野
市
独
自
の
条
例
制
定
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

健
康
被
害
の
疑
い
の
あ
る
グ
リ
ホ
サ

ー
ト
と
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に

つ
い
て
は
公
共
関
連
施
設
（
学
校
、
公

共
施
設
、
道
路
付
近
な
ど
）
に
お
け
る

使
用
を
全
面
禁
止
す
る
こ
と
、
水
道
水

や
食
品
に
お
け
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
と
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
基
準
を
強

化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い

て
も
条
例
を
制
定
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
陳
情
事
項
に

令
２
陳
情
第
13
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
際
し
第
一
線
の
医

療
提
供
体
制
堅
持
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
や
募
金
な
ど
を
活
用

し
て
、
休
業
し
た
医
療
機
関
と
経
営
困

難
と
な
っ
た
医
療
機
関
へ
の
支
援
金
制

度
、
発
熱
外
来
を
行
う
診
療
所
へ
の
経

凶
悪
犯
罪
は
後
を
絶
た
ず
、
誰
も
が
被

害
者
や
そ
の
家
族
と
な
る
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
被
害
者
の
多
く
は
、

引
き
続
き
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し

た
い
と
願
っ
て
お
り
、
経
済
面
や
メ
ン

タ
ル
面
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
条
例

の
制
定
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
ほ

し
い
。
そ
れ
ら
が
で
き
な
い
場
合
は
１

日
１
時
間
で
も
登
校
し
、
子
ど
も
の
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
現
在
、
市
内

全
て
の
小
・
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
既
に
動
画
配
信

に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
な
ど
、
陳
情
事
項
の
一
部
は

実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、

市
全
体
で
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

金
額
の
改
定
と
切
り
離
し
た
議
論
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
既
に
業
種
別
の
特

定
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
き

め
細
や
か
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
県
内
一
律
の
最
低
賃
金
額
は
、

経
済
の
現
状
か
ら
考
え
直
す
時
期
に
来

て
お
り
、
地
域
ご
と
の
実
態
に
即
し
た

制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
危
機
的
な

経
済
情
勢
を
招
い
て
お
り
、
最
低
賃
金

額
の
改
定
で
考
慮
す
る
の
は
や
む
を
得

な
い
。
雇
用
の
維
持
に
は
事
業
の
継
続

が
前
提
で
あ
り
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

経
営
者
、
労
働
者
の
立
場
は
理
解
で

き
る
が
、
※
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

置
を
拡
充
す
る
こ
と
、
い
か
な
る
状
況

の
中
で
も
学
び
の
継
続
を
平
等
に
保
障

す
る
た
め
、
必
要
な
環
境
整
備
を
国
の

財
源
の
下
に
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
学
び
と
、
学
び
の
継
続
を
平

等
に
保
障
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
や
、
感
染
症

に
万
全
の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
う
た
め
の
加か

は
い配
教
員
や

学
習
指
導
員
な
ど
人
的
配
置
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
国
の
財
源
の
下
、
社
会
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の

意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
臨

あ
る
農
薬
な
ど
の
う
ち
グ
リ
ホ
サ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
ご
く
一
部
の
公
共
施
設

で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
学
校
施

設
な
ど
多
く
の
場
所
で
は
使
用
の
実
態

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市

の
姿
勢
と
し
て
、
使
用
に
不
安
を
感
じ

る
市
民
の
声
を
受
け
止
め
る
必
要
が
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

済
支
援
、
感
染
対
策
強
化
に
係
る
費
用

助
成
制
度
な
ど
の
創
設
を
検
討
し
、
地

域
住
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る

第
一
線
医
療
の
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
策
の
充
実
と

迅
速
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
医
療
機
関
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に

お
い
て
既
に
一
部
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
医
療
機
関
を
含
む

事
業
者
に
信
用
保
証
料
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民

の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
の
第

一
線
医
療
が
崩
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
策
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
意

見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

犯
罪
被
害
者
を
支
援
す
る
条
例
の
制
定
を

全
市
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
サ
ポ
ー
ト
の
実
現
を

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た

最
低
賃
金
額
の
審
議
を

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
と

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を

健
康
被
害
の
疑
い
の
あ
る
農
薬
は

公
共
施
設
で
の
使
用
を
全
面
禁
止
に

地
域
の
第
一
線
医
療
を
守
る
た
め
に

充
実
し
た
支
援
策
を

社会全体で子どもたちに寄り添える環境を

地域の実態に即した最低賃金制度を

時
休
校
に
伴
う
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
と
豊
か
な
学
び
の
保
障
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
お
け
る
臨
時
休
校
に
伴
う
子
ど
も
た

ち
の
心
の
ケ
ア
と
豊
か
で
継
続
し
た
学

び
を
平
等
に
保
障
す
る
た
め
、
人
的
配

置
の
拡
充
と
必
要
な
環
境
整
備
を
国
の

財
源
の
下
に
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
４
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
額
審
議
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

最
低
賃
金
制
度
を
地
域
ご
と
の
実
態

を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
制
度
と
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
危
機
的
な
経
済
情
勢
を
鑑
み
、
引

き
上
げ
の
凍
結
も
視
野
に
含
め
た
審
議

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

陳
情

意
見
書

・

陳
情
・
意
見
書
は

５
面
に
も
掲
載

（

）

・令２陳情第９号　国内ジ
ーンバンク（遺伝子銀行）
施設を市議会議員が視察す
ることを求める陳情
・令２陳情第 10 号　種苗法
改正、主要農作物種子法廃
止、農業競争力強化支援法
など最近の農業の状況に関
する市議会議員の定期的な
学習会開催についての陳情

広告の媒体：はだの議会だより
　　　　　 （年４回、各58,000部発行）
広 告 規 格：縦4.7㎝×横10.5㎝
掲　載　料：１枠につき１回20,000円
申 込 方 法：�議事政策課へ連絡の上、申込書を
　　　　　　提出してください。

広  告  募  集  中

※詳しくはホームページをご覧になる
か、議事政策課（☎0463-82-9652）
までお問い合わせください。

全議員への配付とした陳情

傍聴を希望される皆様へ




